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新潟県農業共済組合広報紙

2022.6
JUNENo.6に い が た

締切り
令和4年7月5日㈫ 
当日消印有効

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail　kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

クイズの答え 

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●①大気中の水蒸気が冷えて、雲の中で成長した水滴が
　地上に落ちてくる現象。
●②米や芋などのデンプン含有材料を糖化させた、粘り気
　のある甘い食品。

－よろしくお願いします－

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の語です。
●に入る語は何でしょう。

「●●」
１月号のこたえ(28)　応募数/672名　正解数:665名
３月号のこたえ(23)　応募数/573名　正解数:522名 ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

【おわびと訂正】 広報紙3月号でNOSAIクイズ11月号のこたえ「26」を誤って「20」と表記してしまいました。
　　　　　　　お詫びして訂正いたします。

令和４年度人事異動
(部長級以上)

令和４年度　新任職員

井　澤　　聡参　　　　事
[前監査室長]

太田　耕太郎総  務  部  長
[前総務課長]

浅　野　　勝第１事業部長
[前第1事業部農産課長]

齋　藤　　淳第２事業部長
[前第2事業部建物農機具課長]

槇  田　和  浩監  査  室  長
[前第2事業部長]

庭  野　吉  伸魚 沼 支 所 長
[前魚沼支所次長]

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I

か
ら
の
お
知
ら
せ

令和４年３月31日をもちまして退職しました。
組合員の皆様には、大変お世話になりました。

前　　　参　　　事  北川　正浩
前 第 1 事 業 部 長  堀内　利浩
前 上 越 支 所 次 長  中曽根正一
前新潟支所課長補佐  矢久保　晃

前  総  務  部  長  西脇　　茂
前 魚 沼 支 所 長  鈴木　裕明
前監査室課長補佐  渡邉　岳志
前魚沼支所係長  佐々木洋子

本所  総務部総務課
総務係
山本　芽育(左)

本所  第1事業部
畑作物共済係
伊  藤　  創(右)

　私たちのおいしい
食べ物を作る農家の
皆様の支えになるよ
う精一杯頑張ってい
きたいと思います。

　全力で地元の農業
を支えていきたいと
思います。

収入保険「加入者の声」  P5



　
「
有
限
会
社
お
お
た
農
場
」
は
、
社

長
の
太
田
勇
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
和
枝
さ

ん
、
そ
し
て
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
で
水
稲

29　
、
大
豆
４　
を
作
付
け
し
て
い
ま

す
。

　
三
方
を
米
山
、
妙
高
山
、
菱
ヶ
岳
に

囲
ま
れ
た
水
源
豊
か
な
頸
城
平
野
で
つ

く
る
米
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
品
種
の
み
。

恵
ま
れ
た
土
壌
で
す
が
、
定
期
的
に
土

壌
診
断
を
行
い
、
よ
り
良
い
土
づ
く
り

に
努
め
有
機
栽
培
や
新
潟
県
認
証
特
別

栽
培
な
ど
安
心
な
米
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
も
み
の
ま
ま
貯
蔵
し
て
い
る

の
も
特
徴
と
太
田
社
長
は
話
し
ま
す
。

「
た
だ
お
米
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

お
客
様
を
笑
顔
に
す
る
『
食
』
を
提
供

し
た
い
」
と
い
う
農
場
の
理
念
を
持
ち
、

物
産
展
な
ど
に
積
極
的
に
出
店
し
、
消

費
者
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
事
で
得
ら

れ
る
意
見
・
要
望
を
米
づ
く
り
や
販
売

方
法
に
活
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
お
お
た
農
場
は
、
消
費
者
と

季節によって変わるお昼のランチプレート

コシヒカリの米粉100％看板商品のおにぎりパン

上越市頸城区
有限会社おおた農場
代表取締役社長

太　 田 　　 勇さん（54）

和 枝さん（54）

明日へむかって

自慢のコシヒカリ100％米粉パンが人気

の
さ
ら
な
る
接
点
を
求
め
、
和
枝
さ
ん

を
代
表
と
し
て
頸
城
区
百
間
町
に
「
ご

ぱ
ん
屋
カ
フ
ェC

O
M
E
&
C
O
.

」
を
開

店
し
ま
し
た
。
お
店
で
は
、
お
お
た
農

場
で
栽
培
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
米
粉

を
１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ン
や
お
菓
子

を
製
造
･
販
売
し
て
お
り
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
は
も
ち
ろ
ん
店
内
の
カ
フ
ェ
で
は

季
節
に
応
じ
て
変
わ
る
地
場
産
の
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
ラ
ン
チ
や
ピ
ザ

な
ど
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
和
枝
さ
ん
は
、「
10
年
ほ
ど
前
、
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
米
粉
普
及
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

た
米
粉
料
理
教
室
に
参
加
し
、
米
粉
の

加
工
品
に
可
能
性
を
感
じ
た
こ
と
が
今

日
に
至
る
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
は
じ
め
は
、
農
場
事
務
所
の
台
所

を
改
装
し
パ
ン
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出
店
や

委
託
販
売
を
経
て
徐
々
に
規
模
を
拡
大

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
店
舗
を
持
つ
こ
と
に
反
対
は
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
な
か
ら
ず
設

備
投
資
が
必
要
に
な
る
た
め
計
画
性
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
妻
が
委
託
販
売
等

で
実
績
を
積
む
姿
を
見
て
、
農
業
者
が

自
ら
の
農
産
物
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち

で
発
信
す
る
の
は
上
越
地
域
で
は
珍
し

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
と
考
え
開
店
に
踏
み
切
り
ま

し
た
」
と
話
す
太
田
社
長
。

　
現
在
で
は
、
カ
フ
ェ
で
一
息
つ
き
な

が
ら
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
気
さ
く
に
話
を

す
る
お
客
さ
ん
が
い
た
り
、
お
気
に
入

り
の
パ
ン
を
買
い
に
訪
れ
る
常
連
さ
ん

も
増
え
た
り
と
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

ま
す
。

　
和
枝
さ
ん
は
、「
充
実
し
た
毎
日
で

す
が
、
カ
フ
ェ
の
運
営
と
農
場
の
仕
事

の
両
立
は
難
し
い
で
す
ね
。
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
結
果
、
田
植
え
の
時
期
と
稲

刈
り
の
時
期
は
お
店
を
休
業
し
、
カ

フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
に
農
作
業
を
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
い
し

い
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
た
く
さ
ん
の
方

に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
、
お

店
を
展
開
し
て
い
け
た
ら
良
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
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「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」を
も
み
の
ま
ま
貯
蔵

米
粉
の
加
工
品
に
可
能
性

農
業
と
カ
フ
ェ
を
無
理
せ
ず
運
営

ご
ぱ
ん
屋
カ
フ
ェCO

M
E
&
CO
.
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を
開
店
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近
年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
農
産

物
価
格
の
下
落
の
ほ
か
、
国
際
情
勢
の
悪
化

が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
農
業
経
営
の
安
定
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
「
収

入
保
険
」
で
備
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と

し
て
、
行
政
に
よ
る
保
険
料
等
の
補
助
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
新
潟
県
及
び
五
泉
市
に
続
き
、

今
年
、
新
潟
市
と
柏
崎
市
で
「
収
入
保
険
」

の
早
期
普
及
を
図
る
た
め
に
、
新
規
に
加
入

す
る
農
業
者
に
対
し
て
、
保
険
料
等
の
一
部

を
補
助
し
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
農
業

者
の
皆
さ
ん
は
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
加
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
保
険
は
青
色
申
告
の
実
績
が

1
年
以
上
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

【対象農業者】
　新潟市内に住所を有する農業者及び新潟市内に本店を有する法人。
　令和４年４月１日から令和５年３月31日までに保険期間が開始する新
規加入者。
【補助対象経費】
　収入保険に係る加入者が負担する保険料及び付加保険料に要する経費。
　(積立金は補助対象経費ではありません。)
【補助限度額】
　２万円以内。ただし、保険料及び付加保険料の合計額が２万円に満たな
い場合は、その合計額とします。
【申請方法】
　加入申請の手続きに併せて新潟県農業共済組合へ申請します。

【対象農業者】
　柏崎市内に住所を有する農業者及び柏崎市内に本店又は主たる事業所を
有する法人。
　令和４年１月１日から令和５年３月31日までに保険期間が開始する
新規加入者。
【補助対象経費】
　収入保険に係る加入者が負担する保険料及び付加保険料に要する経費。
　(積立金は補助対象経費ではありません。)
【補助限度額】
　補助対象経費に２分の１を乗じて得た額以内。ただし、10万円を上限
とします。
【申請方法】
　「柏崎市農業経営収入保険加入促進事業補助金交付申請書兼実績報告書」
に必要書類を添付し柏崎市へ提出します。

【行 政 の 保 険 料 等 補 助 の 概 要】

② 柏崎市

① 新潟市

【
新
潟
市
・
柏
崎
市
】

自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
備
え
た
農
業
経
営
を
推
進

収
入
保
険 

加
入
者
の 

　

収
入
保
険
は
従
来
の
水
稲
共
済
・

ナ
ラ
シ
対
策
の
組
み
合
わ
せ
と
ほ
と

ん
ど
保
険
料
が
変
わ
ら
ず
、
農
業
収

入
が
減
少
す
れ
ば
そ
の
分
補
償
さ
れ

る
と
い
う
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
に

魅
力
を
感
じ
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
産
の
米
は
出
穂
期
の
台

風
で
実
入
り
が
悪
く
な
り
、
過
去
に

な
い
ほ
ど
収
量
が
減
っ
て
、
収
入
も

落
ち
込
み
ま
し
た
。

苦
し
い
時
こ
そ

も
し
も
の
備
え
を

加
茂
市
加
茂
新
田
　
有
限
会
社
早
川
農
産
　

代
表
取
締
役  

早
川
　
正
長
さ
ん（
45
歳
）

水
稲
19 
ha

水
稲
32 
ha

声

　

ま
た
収
穫
が
終
わ
る
と
、
資
材
や

肥
料
、
借
入
の
返
済
な
ど
、
決
ま
っ

た
コ
ス
ト
が
あ
る
た
め
資
金
繰
り
が

苦
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
以
前

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
担
当
者
か
ら
聞
い
て

い
た
無
利
子
の
つ
な
ぎ
資
金
を
利
用

し
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

疎
植
や
肥
料
に
か
か
る
コ
ス
ト
を

下
げ
る
な
ど
地
道
な
経
営
努
力
を
続

け
て
い
て
も
、
予
期
せ
ぬ
災
害
や
天

候
不
順
で
減
収
す
れ
ば
、
秋
に
資
金

が
回
収
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

苦
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
万
が
一

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

収
入
保
険
は
弊
社
に
と
っ
て
大
切
な

備
え
で
す
ね
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
て
今
年
で
4

年
目
、
以
前
は
水
稲
共
済
の
加
入
で

十
分
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
地
球
環
境
・
自
然
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
農
業
の

自
然
災
害
・
収
入
減
少
に

備
え
て

これからの農業経営には収入保険の加入が重要です

つなぎ資金は助かりました

佐
渡
市
沢
根
　

山 

本
　
彦 

平
さ
ん
（
75
歳
）

取
り
組
み
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
だ
け
で
な
く
、
安
定
的
な
経

営
を
持
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

収
入
保
険
は
、
経
営
に
応
じ
た
補
償

が
得
ら
れ
る
の
で
加
入
を
決
断
し
ま

し
た
。

　

令
和
3
年
産
の
米
は
、
出
穂
期
の

異
常
高
温
に
よ
る
不
稔
籾
の
発
生
や
、

台
風
の
影
響
で
籾
の
変
色
や
茎
の
傷

み
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
り
、
例
年

よ
り
も
米
が
細
く
、
品
質
も
良
く
な

か
っ
た
で
す
ね
。
収
入
減
少
に
備
え

て
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か

げ
で
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
今
年
の
農
業
経
営
に
役
立
ち
ま

し
た
。

　

収
入
保
険
の
内
容
や
良
さ
も
分

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
近
隣
の

青
色
申
告
農
業
者
を
は
じ
め
、
多
く

の
農
業
者
の
方
に
収
入
保
険
の
加
入

を
お
す
す
め
し
た
い
で
す
ね
。

保
険
料
等
の
市
町
村
補
助
が
広
が
っ
て
い
ま
す

「
収
入
保
険
」

「
収
入
保
険
」

※詳しくは最寄りのNOSAIまたは、それぞれの市へお問い合わせください。
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近
年
、「
建
物
共
済
金
を
使
っ
て
自
己
負
担
な

く
住
宅
の
修
理
が
で
き
る
」、「
建
物
共
済
金
が

使
え
る
」
と
勧
誘
す
る
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
鵜
吞
み
に
し
、
建
物
修

理
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
う
と
、
工
事
内
容
が

ず
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
高
額
な
手
数
料
・
違
約

金
等
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
事
業
者
に
よ
る
勧
誘
は
特
に
大

雪
、
地
震
、
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害

発
生
後
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
勧
誘
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
後
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
実
際
に
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
省
の
最
新
の
調
査
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
毎
年
３
０
０
人
近
く
の

方
々
が
農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
一
般
の
交

通
事
故
の
約
６
倍
、
建
設
業
の
３
倍
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に

集
中
し
て
発
生
し
て
お
り
、
農
業
機
械

作
業
に
係
る
事
故
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
加
齢
に
伴
う
視
力
、
聴
力
、
皮
膚
感

覚
な
ど
の
機
能
、
平
衡
機
能
、
筋
力
の

低
下
な
ど
体
の
変
化
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　「
慣
れ
て
い
る
か
ら
」「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
過
信
せ
ず
、
無
理
の
な
い
作
業

を
心
が
け
て
安
全
確
認
、
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　令和元年秋台風の影響で雨漏りをしていたところに、事
業者から「火災保険の保険金で修繕ができる」と電話があ
り、訪問を受けた。
　事業者が屋根の修繕箇所を撮影し、約400万円の工事見
積を出した。保険申請は事業者がすべて行ったが、「自分
たちの存在は保険会社に伝えないでほしい」と言われ、少
し不審に思った。その後、保険会社の鑑定人が家を診て、
見積金額全額は出ないと言われた。契約時に違約金の説明
がなかったが、書類を見たら工事をしない場合は違約金と
して保険金の5割を支払うと書いてあり、悪徳商法にひっ
かかったと思った。契約をやめたい。
（令和2年6月　40歳代　男性）

建
物
共
済
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　救
命
効
果
の
高
い
安
全
キ
ャ

ブ
や
フ
レ
ー
ム
が
付
い
て
い
る

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
（
安
全
フ
レ
ー
ム
は
倒
さ
ず

使
い
ま
し
ょ
う
）。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
有
無
は
事
故
の
深

刻
度
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
運
転

中
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。転
落
や
横
転
、

追
突
さ
れ
た
場
合
に
身
体
が
投

げ
出
さ
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に

も
努
め
ま
し
ょ
う
。

油
断
や
過
信
が
事
故
の
も
と！

安
全
フ
レ
ー
ム・シ
ー
ト
ベ
ル
ト■安全フレーム・シートベルトの装備の徹底

キャビン ロプス（転倒時防護装置）

「
保
険
が
使
え
る
」
に
ご
注
意

住
宅
等
の
建
物
修
理
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す
!!

農
作
業
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

実際の
トラブル事例 契約時に高額な違約金に関する

説明がなかった。消費者へのアドバイス

「共済金(保険金)が使える」と勧誘する住宅修理サービスに関するトラブル相談件数

■令和２年 要因別の死亡事故発生状況

■農作業死亡事故の発生状況

※データは2020年8月31日までのPIO-NET(国民生活センターと全国の消費生活センター等をオンラインで結び、消費生活に
　関する相談情報を蓄積しているデータベース)登録分。なお、消費生活センター等からの経由相談は含まれない。

※平成30年9月6日、令和2年10月1日公表　独立行政法人  国民生活センター資料より

出典：農作業死亡事故調査（農林水産省）より

❶
「保険金を使って自己負担なく住宅修
理ができる」と勧誘されてもすぐに契
約しない。

❹
不安に思った場合やトラブルになった
場合は、早めに消費生活センター等に
相談する。

❷ 加入先の保険会社や保険代理店に相談
する。

❸ うその理由で保険金を請求することは
詐欺行為に該当するので絶対にやめる。

その他作業
事故 31人

圃場、道路から
の転落 13人

熱中症
32人

その他機械
52人

農業用施設に
係る事故 8人 自脱型コンバイン 12人

農用運搬車 15人

歩行型トラクター
26人

乗用型
トラクター
81人

死
亡
者
数（
人
）

H23
0

50

150

250

350

100

200

300

400

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

366 350 350 350 338
312 304

274 281 270

死亡事故の
30％

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

111件
282件

548件
690件 663件

817件
1,082件 1,180件

1,759件

2,684件

1,445件

（年度）

（件数）

2019年度は2,684件と
2010年度の約24倍に増加!!

270人

機械の転落転倒時に安全域が
確保され、死亡事故につながり
にくい。シートベルト・ヘルメッ
トの装着が重要。

機械の転落転倒時に安全域が
確保され、死亡事故に最もつな
がりにくい。

安全域

※

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
「
総
合
共
済
」
の
加
入
が

　な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
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「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

　
み
か
ぐ
ら
温
泉
ブ
ナ
の
宿
「
小
会

瀬
」は
、２
０
２
１
年
秋
に
庭
を
使
っ

て
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
温
泉
宿
が
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
温
泉
は
入

り
放
題
、
自
家
製
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」

や
「
十
割
手
打
ち
そ
ば
」
な
ど
の
小

会
瀬
メ
ニ
ュ
ー
も
注
文
で
き
ま
す
。

　
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
も
設
置
し
て
あ
り

「
大
自
然
の
中
で
の
開
放
感
を
味
わ

い
な
が
ら
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
『
と

と
の
い
』
を
体
感
し
て
欲
し
い
」
と

長
谷
川
さ
ん
。

　
宿
に
は
従
業
員
が
常
駐
し
、
宿
の

ト
イ
レ
は
24
時
間
利
用
可
能
で
洗
い

場
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
ご
み
箱
や

炭
捨
て
場
も
あ
り
、
事
前
に
予
約
を

す
れ
ば
、
キ
ャ
ン
プ
道
具
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
キ
ャ

ン
プ
を
す
る
人
や
女
性
の
ソ
ロ
キ
ャ

ン
プ
の
人
に
も
利
用
し
や
す
い
キ
ャ

ン
プ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
増

設
を
予
定
し
て
い
て
「
多
く
の
人
か

ら
小
会
瀬
の
大
自
然
を
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
長
谷
川

さ
ん
。

　
自
然
を
感
じ
非
日
常
を
味
わ
い
に

小
会
瀬
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

東
蒲
原
郡
阿
賀
町
広
谷
乙
２
０
９
１
‐
１

☎
0
2
5
4
（
95
）
3
5
3
5

新潟
支所

下越
支所

～支所通信～

　「
山
古
志
ご
っ
つ
ぉ
多
菜
田
」
は
、

地
元
の
女
性
４
人
で
切
り
盛
り
す
る

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。
山
古
志
産
の
素

材
に
こ
だ
わ
り
、
山
村
の
素
朴
な
味

を
店
舗
や
配
達
の
お
弁
当
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
が

大
き
く
落
ち
込
み
、
２
０
２
１
年
３

月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
一

般
か
ら
資
金
を
募
る「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ほ
っ
と
安
心
で
き
る
素
朴
な
味
を

お
菓
子
を
通
し
て
魅
力
を
発
信

天ぷらや小鉢は
季節の味覚を
提供しています

中越
支所

温
泉
宿
の
庭
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む

関
川
村

　地
域
お
こ
し
協
力
隊

　𠮷 

田
　美 

香
さ
ん

代
表
取
締
役

　長
谷
川

　智
子
さ
ん

阿
賀
町

　み
か
ぐ
ら
温
泉
ブ
ナ
の
宿
「
小
会
瀬
」

こ

　あ

　せ

代
表

　五
十
嵐

　な
つ
子
さ
ん

口コミで広がり、冬場でも
多くの方からキャンプサイトを
利用していただきました。

～支所通信～

　「
自
ら
『
助
け
て
く
だ
さ
い
』
と

声
を
上
げ
る
の
は
勇
気
が
い
り
ま
し

た
」
と
代
表
の
五
十
嵐
さ
ん
。
相
談

し
た
知
人
か
ら
の
「
苦
し
い
時
は

ち
ゃ
ん
と
声
を
上
げ
な
き
ゃ
！
」
と

い
う
言
葉
が
後
押
し
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　
多
菜
田
は
中
越
地
震
か
ら
４
年
後

の
２
０
０
８
年
に
開
店
し
、
今
年
で

15
年
目
。「
震
災
直
後
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
全
国
の
様
々
な
人
の
支
援
を

受
け
て
、
そ
の
温
か
さ
を
思
い
出
し

ま
し
た
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
地
域
や

山
古
志
を
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん

に
、
そ
の
「
温
か
さ
」
を
ま
た
返
し

て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
安
心
で
き
る
素
朴

な
味
を
届
け
る
食
堂
と
し
て
大
切
に

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
五
十

嵐
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

多菜田スタッフの皆さん
（五十嵐さんは一番左）

　
小
千
谷
市
で
20
年
近
く
続
く
「
キ

ム
チ
工
房
」
は
、
創
業
当
時
か
ら
本

場
の
キ
ム
チ
を
手
作
り
で
加
工
・
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
長
谷
川

英
明
さ
ん
は
、
今
年
に
な
り
創
業
者

で
あ
る
母
か
ら
代
表
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

　
長
谷
川
さ
ん
は
創
業
当
時
か
ら
母

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
前

に
小
千
谷
市
に
帰
っ
て
来
た
の
を
機

に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。「
帰
郷
す
る
前
は
国
内
の
海
外

料
理
店
で
修
行
を
し
、
そ
の
後
１
年

間
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
に
行
き
、

料
理
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
い

つ
か
自
分
の
飲
食
店
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
保
存
料
を
使
わ
な
い
キ
ム
チ
の
た

め
、
野
菜
に
つ
く
乳
酸
菌
を
適
度
に

洗
い
流
し
、
過
剰
に
乳
酸
菌
が
活
性

化
し
な
い
よ
う
低
温
の
室
内
で
加
工

し
て
い
ま
す
。

　「
保
存
期
間
を
長
く
す
る
た
め
に

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
今
で
は
１
か

月
は
保
存
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
長
谷
川
さ
ん
は
苦
労
を
話

し
ま
す
。

　
キ
ム
チ
は
店
舗
の
ほ
か
、
近
隣
の

ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
。
ま
た
電
話
注

文
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

魚沼
支所

本
場
韓
国
の
手
作
り
キ
ム
チ
に
こ
だ
わ
る

小
千
谷
市

　キ
ム
チ
工
房  

代
表

　長
谷
川

　英
明
さ
ん

毎日10種類以上のキムチを
仕込んでいます。

小
千
谷
市
大
字
ひ
生
丙
1
4
0
4
番
地

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
2
5
8
（
82
）
2
4
0
6

営
業
時
間
９
時
〜
18
時
　
土
曜
定
休

長
岡
市
山
古
志
虫
亀
9
4
7

☎
0
2
5
8
（
41
）
1
1
4
4

営
業
時
間
11
時
〜
14
時

併
設
の
農
産
物
直
売
所
「
多
菜
田
」

は
４
月
中
旬
〜
11
月
ま
で
営
業

　「
関
川
村
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
𠮷
田
さ
ん
は
、

旧
山
北
町
（
現
村
上
市
）
の
出
身
で

高
校
を
卒
業
後
、
東
京
都
内
の
製
菓

専
門
学
校
で
学
び
、
都
内
の
製
菓
店

や
カ
フ
ェ
な
ど
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年

に
夫
と
と
も
に
関
川
村
へ
移
住
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
地
元
の

農
産
物
等
を
使
用
し
た
特
産
品
開
発

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
産
品
開
発
は
ス
イ
ー
ツ
を
中
心

に
行
い
、
国
の
指
定
重
要
文
化
財
渡

邉
家
の
分
家
で
あ
る
「
東
桂
苑
」
で

開
発
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　「
新
し
い
商
品
開
発
の
際
、
村
の

方
か
ら
『
栃
の
実
を
使
っ
た
ら
ど
う

スイーツは少しずつ
変化・改善を加えて

自分の理想に近づけ
ています

だ
ろ
う
』
と
勧
め
ら
れ
た
時
は
、
栃

餅
で
し
か
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
色
々
な
お
菓
子
に
で
き
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
美

味
し
い
【
栃
の
実
と
米
粉
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
】が
出
来
上
が
り
ま
し
た
」

と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
ま
す
。

　
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て

活
動
で
き
て
い
る
と
𠮷
田
さ
ん
。

　「
今
年
は
も
っ
と
地
域
の
人
と
関

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
で
き
れ
ば
積
極
的
に
参

画
し
た
い
で
す
」と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

東
桂
苑
　

岩
船
郡
関
川
村
下
関
9
0
6
‐
2

☎
0
2
5
4
（
64
）
0
2
5
2

長
岡
市

　農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
山
古
志
ご
っ
つ
ぉ
「
多
菜
田
」

た

　な

　だ

た

　な

　だ

と
う
け
い
え
ん
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新
潟
県
へ
の
玄
関
口
と
し
て
、
関
東

方
面
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る「
深

雪
の
里
」
は
、
地
元
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

や
加
工
品
、
お
酒
な
ど
を
多
く
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　
深
雪
の
里
の
田
澤
課
長
は
「
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
で

も
高
品
質
な
特
別
栽
培
米
を
１
０
０
％

使
用
し
た
玄
米
ほ
う
じ
茶
が
特
に
人
気

で
す
」
と
お
す
す
め
。

　
ま
た
併
設
す
る
「
い
な
か
家
」
で
は

地
元
野
菜
の
ほ
か
、
春
は
山
菜
、
秋
は

き
の
こ
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
訪
れ
ま
す
。

　
深
雪
の
里
が
あ
る
場
所
は
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
は
銀
山
平
や
奥
只
見
湖
、

冬
は
ス
キ
ー
場
な
ど
が
、
ま
た
石
川
雲

蝶
の
彫
刻
で
有
名
な
開
山
堂
や
永
林
寺

が
近
く
に
あ
り
観
光
の
基
点
と
し
て
最

適
で
す
。
魚
沼
市
に
立
ち
寄
っ
た
際
は

一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

深雪の里に併設する「いなか家」には地元野菜等が並ぶ

深雪の里の店内

「魚沼産コシヒカリ
は人気商品です」
と話す田澤課長

この看板が目印

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

　表
紙
の
写
真
は
、
村
上
市
金
屋
で
ユ
リ

の
栽
培
を
中
心
に
農
業
を
営
ん
で
い
る

近
藤
農
園
の
近
藤
秀
人
さ
ん
一
家
で
す
。

　妻
の
麻
実
さ
ん
、長
女
の
り
り
か
さ
ん
、

長
男
の
陽
斗
さ
ん
と
一
緒
に
ユ
リ
を
栽
培

し
て
い
る
ハ
ウ
ス
内
で
撮
影
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「子
ど
も
達
は
休
日
に
な
る
と
、
私
と

一
緒
に
作
業
場
に
つ
い
て
き
て
く
れ
ま

す
。
農
作
業
を
し
て
い
る
み
ん
な
を
和
ま

せ
た
り
、
元
気
を
与
え
た
り
し
て
く
れ
る

大
切
な
存
在
で
す
」
と
話
す
秀
人
さ
ん
。

　「子
供
た
ち
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

表
紙
の
紹
介

道の駅ゆのたに

深雪の里

魚沼市

住　　所／新潟県魚沼市吉田１１４８
電話番号／025-792-9300

南
魚
沼
市
↓

吉田井口新田

佐梨川

古新田 干溝入口

関
越
自
動
車
道

小出
I.C

↑
長
岡
市

道の駅ゆのたに
深雪の里

17

291

352

70

令和５年度採用職員を募集します【医療職員（獣医師）は随時募集】

令和３年度採用職員
石　塚　 　航

一 般 職 員

医療職員（獣医師）

若　干　名

４　名

採用予定人員
令和５年４月１日

随　時

採用予定年月日

採用予定人員 採用予定年月日

提　出　書　類

雇　用　条　件

受　付　期　間

試験日時及び内容

受験願書の請求及び書類提出先

①平成７年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方
②新潟県内に在住（在住見込みの者を含む）の方
③短期大学以上（新潟県農業大学校含む）を卒業又は卒業見込みの方
④普通運転免許以上を有し、又は採用時に取得見込みの方

応　募　資　格

令和４年６月20日㈪から７月20日㈬まで。郵送の場合、書留郵便として７月20日㈬必着とする

①筆記試験　令和４年７月30日㈯ 午前９時   一般教養試験（公務員試験に準ずる）・作文
②面接試験　令和４年９月９日㈮ 午前９時（面接試験は、筆記試験合格者のみ）

①受験願書（組合指定様式の受験願書）　　②履歴書（市販のもの等で写真添付のこと）
③卒業（見込み）証明書　　　　　　　　  ④学業成績証明書（開封無効）

組合職員就業規則及び職員給与規則による　
　初 任 給……学歴別初任給基準による(令和４年４月１日現在)
　　　　　　　大学卒188,700円　　短大卒168,900円
　就業時間……午前８時30分から午後５時15分
　休　　日……土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始

〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1
新潟県農業共済組合  本所  総務課　TEL（025）288－6888

　初めは農業の知識がなく、困惑することもありましたが、
先輩職員をはじめ、ＮＯＳＡＩ部長さんや農家の皆様からも
親切に教えていただき、成長することが出来ました。
　共済金をお支払いした時に組合員さんから「ありがとう」
「助かった」と言われた時にやりがいを感じます。
　私たちと一緒に新潟県の農家を支えるために働きませんか。

①昭和53年４月２日以降に生まれた方
②新潟県内に在住（在住見込みの者を含む）の方
③獣医師免許取得者又は獣医師免許取得見込み者
④普通運転免許以上を有し、又は採用時に取得見込みの方
※医療職員（獣医師）募集の詳細は、新潟県農業共済組合本所　総務課までお問合せください。

応　募　資　格

み ゆ き
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新潟県農業共済組合広報紙

2022.6
JUNENo.6に い が た

締切り
令和4年7月5日㈫ 
当日消印有効

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

●に入る言葉は何？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail　kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

クイズの答え 

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●①大気中の水蒸気が冷えて、雲の中で成長した水滴が
　地上に落ちてくる現象。
●②米や芋などのデンプン含有材料を糖化させた、粘り気
　のある甘い食品。

－よろしくお願いします－

下の①②のそれぞれが意味する言葉は、同じ発音の語です。
●に入る語は何でしょう。

「●●」
１月号のこたえ(28)　応募数/672名　正解数:665名
３月号のこたえ(23)　応募数/573名　正解数:522名 ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

【おわびと訂正】 広報紙3月号でNOSAIクイズ11月号のこたえ「26」を誤って「20」と表記してしまいました。
　　　　　　　お詫びして訂正いたします。

令和４年度人事異動
(部長級以上)

令和４年度　新任職員

井　澤　　聡参　　　　事
[前監査室長]

太田　耕太郎総  務  部  長
[前総務課長]

浅　野　　勝第１事業部長
[前第1事業部農産課長]

齋　藤　　淳第２事業部長
[前第2事業部建物農機具課長]

槇  田　和  浩監  査  室  長
[前第2事業部長]

庭  野　吉  伸魚 沼 支 所 長
[前魚沼支所次長]

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I

か
ら
の
お
知
ら
せ

令和４年３月31日をもちまして退職しました。
組合員の皆様には、大変お世話になりました。

前　　　参　　　事  北川　正浩
前 第 1 事 業 部 長  堀内　利浩
前 上 越 支 所 次 長  中曽根正一
前新潟支所課長補佐  矢久保　晃

前  総  務  部  長  西脇　　茂
前 魚 沼 支 所 長  鈴木　裕明
前監査室課長補佐  渡邉　岳志
前魚沼支所係長  佐々木洋子

本所  総務部総務課
総務係
山本　芽育(左)

本所  第1事業部
畑作物共済係
伊  藤　  創(右)

　私たちのおいしい
食べ物を作る農家の
皆様の支えになるよ
う精一杯頑張ってい
きたいと思います。

　全力で地元の農業
を支えていきたいと
思います。

収入保険「加入者の声」  P5




